
警 告
●使用前に必ずマックスガスネイラの取扱説明書を読む。
●使用の際は、作業者およびまわりの人も必ず保護メガ
ネを着用する。
●防音保護具（耳栓等）を着用する。
●コンタクトアームが正常に作動するか使用前に必ず点
検する。正常に作動しない場合は使用しない。
●打つ時以外は絶対にトリガに指をかけない。
●射出口を絶対に人体に向けない。外からピンが見えな
くてもマガジン内にピンが残っている場合があります。
●向い合わせのピン打ちは絶対にしない。
●移動する時、ピン装填の時はトリガに指をかけない。
コンタクトアームを押し付けない。
●ピンづまりを直す時、保守点検を行なう時は、必ずピ
ンとガスカートリッジと電池パックをはずす。
●揮発性可燃物や引火のおそれのある物のそばで絶対に
使用しない。
●雨の中、水のかかる場所では絶対に使用しない。
●風通しの悪い場所で使用しない。
●周囲温度が40℃を超える場所では使用しない。
●必ず指定のマックスガスネイラ用コンクリートピンを
使用する。
●異常を感じたら絶対に使用しない。
●本機を絶対に改造しない。

●子供の手の届く所に置かない。
●本機を使用しない時は、本体よりガスカートリッジ、
電池パックをはずし、マガジン内のピンを抜いて厳重
に収納保管する。
●周囲温度が40℃を超える場所、通気性の悪い場所では
保管しない。
●必ず指定のマックスガスネイラ用ガスカートリッジを
使用する。
●カートリッジノズルの取付け作業は、タバコ等の火気
の近くでは行わない。
●ガスを人体に向けてスプレーしたり吸引しない。
●釘と金づちでガスカートリッジに絶対に穴を開けない。
●ガスカートリッジ・空き缶を絶対に火中に投げ入れな
い。使用済のガスカートリッジにも可燃性の噴射ガス
が残ったままです。
●必ず指定のマックスガスネイラ用充電器、電池パック
を使用する。
●電池パック端子部（金属プレート）に他の金属を絶対
に触れさせない。短絡（ショート）して発熱・発火・
破裂・発煙の恐れがあります。
●電池パックを火中や焼却炉に絶対に投げ入れない。破
裂したり有害物質発生の恐れがあります。

●この取扱説明書は常時内容が確認できるよう保管してください。
●本機の仕様は機能向上のため、予告なしに変更することがあります。

取扱説明書

銃刀法対象外製品



このたびは、マックスピン打機ガスネイラをお買い上げいただきまして誠にあり
がとうございます。本機の取扱いにあたって、この取扱説明書を最後までよくお
読みください。使用上の注意事項、使用方法、能力などについて十分ご理解の上、
安全に適切にご使用くださるようお願いいたします。

マックスピン打機ガスネイラは、エンジンの原理で、機械内部で燃料ガスと空気
の混合物に点火・燃焼させ、そのエネルギーでピンを打つ機構となっています。
機械、ガスカートリッジ、電池パック、充電器の取扱いについては取扱説明書を
よく読み、十分に注意して使用してください。

■表示について
この取扱説明書及び商品には、本機を安全に正しくお使いいただくためにいろいろな
表示を使用しています。その表示と意味はつぎのようになっています。

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定さ警告
れ、絶対に行ってはいけないことが書いてあります。

取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う危険性が想定され、絶対に
注意 行ってはいけないことや、物的損害のみの発生が予想され、絶対に行

ってはいけないことが書いてあります。

■絵表示について

この記号は、「してはいけないこと」を意味しています。この記号の中や近
くの表示は具体的な禁止内容です。
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パックキャップ

端子部

電池パック（JP-H606）

－ 1 －

プッシャホルダ

トリガ

プッシャ

マガジン

コンタクトアーム

電池パック

LED

ボディキャップ

ボディ

各部の名称

フック

電池パック取り付け穴

充電器（JC-610M）

電源コード

電源プラグ

DCプラグ

ACアダプタ

ノーズ

垂直サポート

※イラストはGS-638CAです。

ピンストッパ

充電器セット
（JC-610Mセット）

着脱レバー

〈裏面〉

ガスカートリッジ
キャップ



警 告

－ 2 －

q使用の際は、作業者およびまわりの人も必ず保護メ

ガネを着用する。

ピン打作業をする時、打ち損じのピンがはね返り、

眼に入ると失明する恐れがあります。作業する本人

はもとよりまわりの人も必ず保護メガネを着用して

ください。

w防音保護具を着用する。

ピン打作業をする時、打撃音などから耳を守るため、

作業環境に応じて防音保護具（耳栓等）を着用して

ください。

e作業環境に応じた服装、防具を着用する。

作業環境に応じてヘルメット、長袖の作業服、安全

靴等の防具を着用してください。

本機は、ピンで薄鋼板をコンクリートに留めることを目的としたピン打機です。指定以

外の用途、使用方法は重大な事故につながる恐れがあります。この取扱説明書の記載事

項を厳守してください。作業関係者以外、特に子供は作業場所に近づけないでください。

また、本機に触らせないでください。

作業前

q

w

e
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警 告

－ 3 －

r作動させる前に必ず点検する。

電池パック、ガスカートリッジを本機に装填する前

に下記の点検を必ず行ってください。

1.ネジの締め付けが緩んでいたり、抜けていないか。

2.各部部品が外れていたり、傷んでいないか。

3.コンタクトアームがスムーズに動くか。

不完全なまま使うと、事故や破損の原因となります。

異常のある場合は、お買い求めの販売店を通じてマ

ックスエンジニアリングサービス㈱へ点検・修理に

出してください。

tピンの交換、点検時、異常発生時など使用しないと

きは、必ずガスカートリッジを抜き、電池パックを

外す。

事故や破損の原因となります。

y必ず指定のピンを使用する。

指定されたピン以外を使用しますと本機の故障の原

因となりますので、必ず指定のピンを使用してくだ

さい。

u充電方法、充電器、電池パックに関しての注意

1.必ず専用電池パックを使用する。

本機には必ず専用電池パックをお使いください。

電源や他の充電式電池、乾電池、自動車用蓄電池

等を接続すると、破壊・故障・発熱・発火の原因

となります。絶対にしないでください。

（専用電池パックについては18ページを参照）

r

t

y

u-1
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警 告

－ 4 －

2.必ず専用充電器で充電する。

本機の専用電池パックは、必ず専用充電器で充電

してください。

他の充電器で充電すると、充電できないばかりか、

破損したり、発火・発熱の危険性がありますので

絶対にしないでください。

（専用充電器については18ページを参照）

3.使用前に充電する。（トリクル充電）

新品の電池パックまたは1ヶ月以上使用していな

い電池パック、充電しても明らかに使用本数が少

なくなった場合は、自然放電により満充電状態で

はない場合があります。ご使用の前に必ず専用充

電器で約12時間充電してください。

4.指定電圧で充電する。

必ず交流100V（家庭用）のコンセントで充電し

てください。指定電圧以外の充電は故障の原因だ

けでなく、発火・発熱の危険性がありますので絶

対にしないでください。

5.充電器の電源に昇圧器などのトランス類は絶対に

使用しない。

充電器の故障の原因や焼損の原因になりますので

絶対にしないでください。

6.エンジン発電機や直流電源では絶対に充電しない。

充電器の故障の原因や焼損の原因になりますので

絶対にしないでください。

u-2

u-3

u-4

u-5

u-6

安全作業のために



警 告

－ 5 －

7.雨の中や水のかかる場所、湿気の多い場所では絶

対に充電しない。

水に濡れたまま充電すると、感電したり、短絡

（ショート）して焼損・発火による火災のおそれ

がありますので絶対にしないでください。

8.濡れた手で絶対に触れない。

濡れた手で電源プラグを持つと、感電するおそれ

がありますので絶対にしないでください。

9.充電中の充電器に布などを絶対にかぶせない。

布などをかぶせると、発熱して焼損や火災の危険

性がありますので絶対にしないでください。

１０.火気には近づけない。

１１.燃えやすいもののそばで充電しない。

u-7

u-8

u-9

u-10

u-11
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警 告
１２.直射日光を避け風通しのよい場所で充電する。

直射日光の下で充電すると高温になり、焼損や火災

の危険性がありますので絶対にしないでください。

１３.周囲温度が0℃～40℃の範囲で充電する。

周囲温度が0℃より低い場合、また、40℃を超え

る場合は充電できない場合があります。

１４.周囲温度が0℃～40℃の範囲で充電する。

周囲温度が0℃より低い場合、また、40℃を超え

る場合は火災のおそれがあります。

１５.充電器の通風孔や電池パック差し込み口に異物を

入れない。

感電や故障の原因となります。ゴミやほこりの少

ない場所でご使用ください。

１６.電源コードは大切に扱う。

ACアダプタの電源コードを持って運んだり、電

源コードを引っ張ってコンセントから引き抜いた

りすると、電源コードを傷め、断線、短絡（ショ

ート）の原因になります。また、電源コードが刃

物類や高熱のもの、油、グリスなどに触れないよ

うに注意してください。電源コードが損傷した場

合は新しいものに取り替えてください。

－ 6 －

u-12

u-13, 14

u-15

u-16
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警 告

－ 7 －

１７.本機から外した電池パックは、必ずパックキャッ

プをかぶせる。

短絡（ショート）防止のために、使用しない電池

パックの端子部（金属部）にパックキャップをか

ぶせてください。

１８.電池パックの端子部に他の金属を触れさせて短絡

（ショート）させない。

短絡（ショート）すると大電流が流れて過熱し、

火傷をしたり電池パックを損傷させたりして危険

です。絶対にしないでください。

１９.電池パックを火中に絶対に入れない。

破裂したり、有害物質発生のおそれがあります。

絶対にしないでください。

i電池パックを本機に接続する時には必ず注意する。

電池パックを本機に接続する時には、誤って作動さ

せないように下記のことを必ず守ってください。

1.トリガに指をかけない。

2.コンタクトアームを押し付けない。

3.射出口付近には絶対に指や手などを近づけない。

u-17

u-18

u-19

i
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警 告
o電池パックを接続した時には必ず確認する。

使用前には、コンタクトアームを押し付けずに、ピ

ン、ガスカートリッジを装填しないで電池パックを

本機に接続し、下記の確認を必ず行ってください。

1.電池パックを接続しただけで作動しないか。

※但し、電池パックを接続した際、機械内部で

「カチッ」という小さな音がしますが、これは

異常ではありません。また、コンタクトアーム

を床等に押し付けると本機のファンがまわりま

すが、異常ではありません。

2.発熱や異臭がしないか。

電池パックを接続しただけで作動したり、発熱や異

臭がする場合は故障です。そのまま使うと事故の原

因となりますので、絶対に使用しないでください。

異常のある場合は決してご自分で修理をなさらずに、

本機の性能回復のために充分な技術と設備を有して

いるマックスエンジニアリングサービス㈱へ、お買

い求めの販売店を通じてお申し付けください。

!0充電器を使用しないときはコンセントを抜く。

!1ガスカートリッジに関しての注意

1.必ず専用ガスカートリッジを装填する。

－ 8 －

o-1

o-2

!0

!1-1
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警 告

－ 9 －

2.風通しの悪い場所では保管しない。

3.直射日光を避ける。

温度上昇のおそれのある直射日光下、車内やトラ

ンクの中には置かないでください。爆発のおそれ

があります。また、空になったガスカートリッジ

にも可燃性の噴射ガスが入っており、噴射ガスが

膨張し、容器が破裂するおそれがあります。

4.周囲温度40℃以下で保管する。

ガスカートリッジには加圧された可燃性ガスが入

っており、40℃を超える温度にさらされると、

ガスカートリッジからガスが漏れたり、破裂した

りするおそれがあり、火事や爆発が起こる危険が

あります。

5.本機、ガスカートリッジ、電池パック、充電器は

必ず子供の手の届かない所に置く。

6.吸引しないように注意する。

眠気や目まい、吐き気をおこすおそれがあります。

!1-2,3

!1-4

安全作業のために



警 告
7.ガスカートリッジはたとえ空になっても、焼却、

再充填はしない。

ガスカートリッジはたとえ空になっても、焼却し

ないでください。また、ガスの再充填はできませ

ん。絶対に行わないでください。

8.絶対に人体に向けて噴射しない。

9.付属のガス抜き器具以外でガスカートリッジ底部

のゴム栓を外さない。

（使用済ガスカートリッジの処理については28ペ

ージを参照）

１０.釘と金づちでガスカートリッジに穴を開けない。

火花が出て、残ったガスに引火するおそれがあり

ます。

市販のガス抜き器具で穴を開けてください。

－ 10 －

!1-7

!1-8

!1-9

!1-10
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警 告

－ 11 －

q風通しの悪い場所では使用しない。

風通しの悪い場所で使用すると酸欠のおそれがあり

ます。

w直射日光を避ける。

温度上昇のおそれのある直射日光下、車内やトラン

クの中には置かないでください。爆発のおそれがあ

ります。また、空になったガスカートリッジにも可

燃性の噴射ガスが入っており、噴射ガスが膨張し、

容器が破裂するおそれがあります。

e揮発性可燃物のそばで絶対に使用しない。

ガソリン、シンナー、ガス、塗料、接着剤などのそ

ばでの使用は引火または、爆発のおそれがあるので

絶対に使用しないでください。

r火気には近付けない。

t本機の損傷、引火・爆発するおそれがあるので必

ず－7℃～40℃の作業環境で使用する。

－7℃以下：本体を損傷するおそれがあります。

40℃以上：ガスカートリッジを損傷し、引火・爆

発のおそれがあります。

作業中

q

w

e

r

t
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警 告
y雨の中や湿気の多いところでは使わない。

故障の原因になります。

u打つ時以外は絶対にトリガに指をかけない。

トリガに指をかけたまま本機を取り回し、誤って発

射した場合は思いがけない事故につながります。ピ

ンを打つ時以外は絶対にトリガに指をかけないでく

ださい。

i射出口を絶対に人体に向けない。

外からピンが見えなくてもマガジン内にピンが残っ

ている場合があります。射出口を人に向け、誤って

発射した場合には思いがけない事故につながりま

す。また、射出口付近に指や手などを近付けての作

業は危険ですから避けてください。同時に打ち損じ

たピンが人に当たらないよう作業中はまわりの人に

注意をはらってください。

o向い合わせのピン打ちは絶対にしない。

向い合ってピン打作業をすると、打ち損じたピンが

前の作業者にあたり、思わぬ怪我をすることがあり

ますので、向い合わせのピン打ちは絶対にしないで

ください。

－ 12 －

y

u

i

o
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警 告

－ 13 －

!0射出口を確実に対象物に当てる。

射出口を確実に対象物に当てないと、一度打ったピ

ンなどに当たった場合ピンがはねたり、それたりし

て大変危険です。また、本機が強く反発することも

あり危険ですから、射出口を確実に対象物に当てて

ください。

!1本機の高温に注意する。

長時間本機を使用した場合、ノーズ、コンタクトア

ームなどが高温になります。火傷をしないよう注意

してください。

本機が熱くなったら、風通しの良いところでしばら

く冷やしてから使用してください。

!2移動する際は、必ずトリガから指をはずす。

トリガを引いたまま本機を持ち歩いたり、手渡し等

をし、誤って発射した場合には思いがけない事故に

つながります。移動する際はトリガから指をはずし

てください。

!3フック使用の時は、必ずトリガから指をはずす。

本機にはベルト吊下げ用のフックがついています。

フック使用の時は、必ずトリガから指をはずしてく

ださい。

!4作業中断時は必ずトリガから指をはずす。

作業中のピン装填、電池パック、ガスカートリッジ

の交換、調整及びピンづまりを直すときは誤ってピ

ンを発射すると危険ですから、必ずトリガから指を

はずしてください。

!0

!1

!2

!3!4

安全作業のために



警 告

警 告
q作業終了時には必ずガスカートリッジを抜き、電池

パックをはずす。

w作業終了時には必ずピンを抜き取る。

ピンをマガジン内に残しておくと、次に使用すると

きうっかり手を触れたり、誤って作動させた場合、

思わぬ事故につながることがあります。作業終了時

には必ずマガジン内のピンを抜き取ってください。

e本機を大切に手入れする。

本機は乾いたやわらかい布でふき、濡れた布やシン

ナー、ベンジンなどの揮発性のものは絶対に使用し

ないでください。

作業後

q

w

e

－ 14 －

!5異常を感じたら絶対に使用しない。

作業中に本機の調子が悪かったり、異常を感じたら、

ただちに使用を中止してください。異常のある場合

は決してご自分で修理をなさらずに、マックスエン

ジニアリングサービス㈱へ、お買い求めの販売店を

通じてお申し付けください。

!5

安全作業のために



警 告
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r本機を絶対に分解しない。

万一故障した時は、決してご自分で修理をなさらず

に、マックスエンジニアリングサービス㈱へ、お買

い求めの販売店を通じてお申し付けください。

t本機を絶対に改造しない。

本機を改造すると、本来の性能が発揮できないばか

りでなく安全性が損なわれ大変危険です。絶対に行

わないでください。

y本機を収納保管する。

作業終了時、または使用しない時は、本機よりガス

カートリッジ、電池パックをはずし、マガジン内の

ピンを抜いてください。そしてキャリングケースに

本体を収納し、電池パックは短絡（ショート）防止

のパックキャップをかぶせて収納してください。気

温が40℃以上にならず、乾燥した風通しの良い所

に保管してください。また、保管場所は子供の手の

届かない高い所や盗難、紛失のおそれのない鍵のか

かった所にしてください。

r

t

y

安全作業のために



警 告
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q足場の安全性を充分に確認する。

足場を使っての高所作業の場合、ピン打作業中に落

ちることのないように充分足場の安全性を確認して

ください。

w直射日光を避ける。

本機や充電器は直射日光に長時間あてたまま放置し

ないでください。本機が損傷するだけでなく、本機

内のガスカートリッジが高温になり、破裂、爆発す

るおそれがあります。

打ち方

e水平面のピン打ち

前進姿勢でピン打作業を行ってください。安全で疲

労が少なく、正確で速い作業ができます。後退しな

がらの作業は足をとられるなど危険です。

r垂直面のピン打ち

本機を手の届く最も高いところまで差し上げ、上か

ら順に下へピン打作業を行ってください。疲労の少

ない作業ができます。

※内、外壁の同時打ちは絶対にしないでください。

t傾斜面のピン打ち

下から上に向かって前進姿勢でピン打作業を行って

ください。上から下に後退すると足を踏みはずす危

険があります。

屋外作業について

q

w

e

r

t

安全作業のために
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ピン打作業の安全を確保するため、本機には次のような安全装置がついています。

●メカニカル安全装置

これはコンタクトアームとトリガが同時

に作動しないと発射しないメカニズムで

す。つまりトリガを引いただけではピン

は発射せず、また、コンタクトアームを

打込対象物に当てただけでもピンは発射

しません。コンタクトアームを対象物に

当て、トリガを引くという動作が重なっ

てはじめてピンは発射されます。

〈図-1〉 〈図-1〉コンタクトアーム

トリガ

●空打ち防止装置

ピンを装填しないと、コンタクトアームを打込対象物に当ててトリガを引いても本機

は作動しません。また、マガジン内のピン装填数が残り2本になると、空打ち防止装

置がはたらき、ピンを発射できなくなります。その場合は、8 使用方法【ピンの装填

方法】（P.30）にのっとって、ピンを装填してください。

警 告
●安全装置が正常に作動するか使用前に必ず点検する。正常に作動しない場合は使

用しない。

使用前には必ず安全装置が正常に作動するか、確認してください。ピンを装填し

ないで電池パック、ガスカートリッジを装填して確認してください。

※下記の場合には安全装置が故障していますから本機を絶対に使用しないでください。

1.トリガを引いただけで、作動音がする。

2.コンタクトアームを打込対象物に当てただけで、空打ちする。

※ファンが回る音がしますが故障ではありません。

異常のある場合は決してご自分で修理をなさらずに、マックスエンジニアリングサ

ービス㈱へ、お買い求めの販売店を通じてお申し付けください。

安全装置について



本機は銃砲刀剣類所持等取締法対象外製品です。所持許可・申請等の手続きは不要です。
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仕様及び付属品

〈本　体〉

電池パック
JP-H606

充電器 JC-610M

商　　品　　名 マックスピン打機ガスネイラ

商 品 記 号 GS-738C

寸　　　　　法 （H）376 ×（W）123 ×（L）328 mm

質　　　　　量 3.7kg（電池パック含む）

ピ ン 装 填 数 22本

専用電池パック マックスガスネイラ用電池パック JP-H606

バッテリ容量
DC6V 1.5Ah 約3000本／1フル充電
※使用環境、電池の状態などによって打込可能本数は変化します。

専 用 充 電 器 マックスガスネイラ用充電器 JC-610Mセット（ACアダプタ含む）

電　　　　　源 AC100V 50/60Hz

消費電力（定格出力） 8VA（10V  800mA）

充 電 時 間
最長150分
※但し使用環境、電池の状態などによって充電時間は変化します。

付　　属　　品
保護メガネ、キャリングケース、六角レンチ4、ポンチ
充電器 JC-610Mセット（ACアダプタ含む）、電池パック JP-H606（2個）

ACアダプタ ポンチ



商品記号 Ｌ D ｔ ｄ 使用用途

CP-719V6-G2 19 6.3 1.2 2.6

CP-722V6-G2 22 6.3 1.2 2.6

CP-725V6-G2 25 6.3 1.2 2.6 コンクリート

CP-732V6-G2 32 6.3 1.2 2.6

CP-738V6-G2 38 6.3 1.2 2.6

CP-718W0-G2 18 6.3 1.5 3.0-2.6（二段形状）

CP-721W0-G2 21 6.3 1.5 3.0-2.6（二段形状） 高強度コンクリート

CP-717W0-GP-G2 17 6.3 1.5 3.0-2.6（二段形状）

CP-713W0-GP-G2 13.5 6.3 1.5 3.0-2.6（二段形状）

CP-715W0-GP-G2 15 6.3 1.5 3.0-2.6（二段形状） 鋼板/高強度コンクリート

AP-715W0-GP-G2 15 6.3 1.5 3.0-2.6（二段形状）

－ 19 －

〈使用ピン〉

※ガスカートリッジ1本で約500本打込可能です。但し、使用環境、使い方等によって打込可能本数は
変化します。

D d

t

L 
単位：mm

〈使用燃料ガス〉

マックスガスネイラ用ガスカートリッジ
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用途とピン選定基準

本機の用途には次のようなものがありますが、打込対象部材に合わせたピンの選定と足

長さの選定をしてご使用ください。

○コンクリートへの貫入量が約15～20mm程度になる様に選定してください。

●使用用途

・薄鋼板のコンクリートへの取付け

例：間仕切りランナー留め、吊り下げバンド留め

※上記の数字はあくまで目安です。コンクリート等の条件によって適切な貫入量は変わ

ります。

●鋼板用途のピンについて

・使用用途：鉄骨（H形鋼）に対する薄鋼板留め

警 告
●指定以外の用途、使用方法は重大な事故につながるおそれがあります。絶対にし

ないでください。



注 意
●電池を使い切ったとき、長期間使用しないときは本機から取り出しておく。

●本機に取り付けた後、電池パック部を持って持ち運ばない。

－ 21 －

電池パックと充電器の使い方

警 告
●必ず本機の専用電池パックを専用充電器で充電する。

専用充電器以外の充電器で充電すると、充電できないばかりか、破損したり、発

火・発熱の危険がありますので絶対にしないでください。

●火気には近付けない。

●直射日光を避ける。

●電池パックは水、海水、牛乳、清涼飲料水、石鹸水などの液体で濡れた状態で充

電したり使用しない。

●充電器を使用しないときはコンセントを抜く。

●火災のおそれがありますので必ず0℃～40℃で充電を行う。

●ハンマなどでたたいたり、踏みつけたり落下させるなどの強い衝撃を与えない。

【電池パックの上手な使い方】
q満充電して電気がなくなるまで、ほぼ使い切る。

蓄電された電気がまだ半分以上残っている状態での充電をくり返し行いますと、1回

の充電で使用できる打込み本数が極端に減り、電池の寿命も短くなる可能性がありま

す。本体LEDが赤く点灯し電池パックの電気がなくなるまで使うのがコツです。

w2コの電池パックを交互に使う。

ひとつの電池パックをくり返し使うよりも、スペアを用意して交互に使うほうが長持

ちします。

注 意
●寿命の尽きた電池パックは使わない。

そのままお使いになりますと本機の故障の原因となり、充電すると充電器の故障

の原因ともなります。



LED緑 LED赤 状　態 説　明

1 ○点灯 ●消灯 通電
充電器をコンセントに差し込んだ状態
（通電状態：電池パック未装着）

2 ●消灯 ○点灯 充電中 電池パックを充電中です。

3 ○点灯 ●消灯 充電完了 電池パックが完全に充電されています。

電池パックが高温になっています。
4 点滅 点滅 高温異常 （充電器から電池パックを取り外し、充電する前

にしばらく冷やしてください。）

5 ○点灯 ○点灯
電池パック 電池パックの異常です。
異常 （新しい電池パックと交換してください。）

6 点滅 ○点灯
電池パック 電池パックの異常、且つ高温になっています。
高温・異常 （新しい電池パックと交換してください。）

ニッケル水素電池のリサイクルについて

本機に使用する電池パックはニッケル水素電池を使用しています。ニッケル水素電池は

リサイクル可能な貴重な資源です。寿命の尽きた電池パックは廃棄せずにお買い求めの

販売店、もしくはマックスエンジニアリングサービス㈱へお持ちください。環境の保全

と資源のリサイクルにご協力をお願いいたします。

【充電器の使い方】
専用充電器JC-610Mセットは、充電器、電池パックの状態をあらわすLED（緑・赤）

が付いています。ご使用の際は、必ずLEDを確認してください。

警 告
●電池パックは短絡（ショート）防止

のため、端子部（金属部）に必ずパ

ックキャップをかぶせ（絶縁テープ

を巻いて）、リサイクルへ出す。

（本機電池パックJP-H606の使用電池）

●公 称 電 圧：1.2V/1本

●1パック使用数量：5本

－ 22 －



q電池パックのパックキャップを外す。

端子部にかぶせてある短絡（ショート）

防止用のパックキャップを外します。

〈図-2〉
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次のような状態は故障と考えられますので、新しいものとお取替えください。

●充電器の電源プラグを交流100V（家庭用）のコンセントに差し込んでもLED緑が点

灯しない。（電池パックをセットしない状態で）

※コンセントに電気が来ているかどうかは、別の電気器具で一度お試しください。

●充電器に電池パックをセットしても、LED緑もLED赤も点灯点滅しない。

●LED赤が点灯後150分以上してもLED緑に切り替わらない。

●電池パックを充電器に差してもLED赤が点灯しない。

充電器・電池パックの故障について

警 告
●指定電圧で充電する。

必ず交流100V（家庭用）のコンセントより充電してください。指定電圧以外の

充電は故障の原因となるだけでなく危険です。

●電源コードは大切に扱う。

電源コードに損傷のある充電器は使用しないでください。

●正常なコンセントを使う。

電源プラグをさし込んだ時に、ガタがあったり、すぐに抜けたりするコンセント

をそのまま使うと過熱による事故の原因になります。このような時は、別の正常

なコンセントをお使いください。

〈図-2〉

パックキャップ

【充電方法】



w一度使用されて電池パックを本機に取り

付けた場合は、本機より電池パックを取

り外します。

本機をしっかりと持ち、電池パック両脇の

ラッチを指で押しながら取り外します。

〈図-4〉

eACアダプタのDCプラグを充電器に差し

込み、電源プラグをコンセントに差し込む。

〈図-5〉

LED緑が点灯して、通電状態をお知らせ

します。

警 告
●必ずトリガから指をはずす。

●必ずガスカートリッジをはずす。

●コンタクトアームを押し付けない。

〈図-3〉

ラッチ

電池パック

LED「緑」

ACアダプタ

充電器

〈図-3〉

〈図-4〉

〈図-5〉
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tLED緑が点灯したら充電完了のお知らせです。

1.充電器を押さえ、電池パックを取り出します。

2.ACアダプタの電源プラグをコンセントから外してください。

これで充電作業はすべて完了です。

注 意
●充電完了した電池パックを再度充電しないでください。電池パックの寿命を縮め

るおそれがあります。

r電池パックを充電する。 〈図-6〉

1.電池パックを充電器にしっかりと差し

込みます。

2.電池パックを充電器にセットすると、

自動的に充電を開始します。LED赤が

点灯して充電中をお知らせします。

3.最長充電時間は約150分です。充電時

間は、気温や電源電圧、電池の残量な

どにより変動します。充電が100％完

了すると、LED緑が点灯して充電完了

をお知らせします。充電完了した電池

パックを再度充電器にセットすると、

再び充電中を示すLED赤が点灯します

が故障ではありません。しばらくすると、

充電完了を示すLED緑が点灯します。

〈図-6〉電池パック

充電器

LED「赤」

ACアダプタ
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ガスカートリッジの取扱い

ガスカートリッジは二重構造になっており、内側容器に液状燃料ガス、外側容器には噴

射ガス（加圧された別のガス）が充填してあります。

歯みがきのチューブを絞るように噴射ガスの圧力で中の燃料ガスを押し出し、最後まで

無駄なく使い切ることができます。このような構造のため、内側容器の燃料ガスを使い

切った後も外側容器の可燃性の噴射ガスは残っています。

したがって、空になったガスカートリッジの処理については充分注意してください。

警 告
●必ずマックスガスネイラ専用ガスカートリッジを使用・装填する。

●ガスカートリッジの機械への装填や抜くときに絶対にくわえタバコはしない。

●ガスカートリッジを分解しない。マックスガスネイラ以外に

絶対に使わない。

●ほこりや粉じんがカートリッジノズルに付かないようにする。

●ガスカートリッジ底部のゴム栓を外さない。

●釘と金づちでガスカートリッジに穴を開けない。

●吸引しないように注意する。

眠気や目まい、吐き気をおこすおそれがあります。

●絶対に人体に向けて噴射しない。

●たとえ空になっても、ガスカートリッジの焼却、再充填はしない。

（ガスカートリッジの処理についてはP.28を参照）

●アダプタのしゅう動部を不必要に指で押さない。缶を逆さにして床に押し付けた

りしない。ガス漏れして危険です。

ガス 
カートリッジ 
ノズル 

アダプタ 

ガス缶 

注 意
●ガスカートリッジの使用期限は缶に表記されています。年（西暦下2ケタ）・月・日

で表示しています。使用期限を守ってお使いください。使用期限の切れたガスカ

ートリッジを使用すると、ピンを発射できない恐れがあります。
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【ガスカートリッジの装填・交換方法】

警 告
●必ずトリガから指をはずす。

●コンタクトアームを押し付けない。

qガスカートリッジ先端のキャップを取り

外します。 〈図-7〉

wガスカートリッジキャップを開きます。

〈図-8〉

e中に異物が無い事を確認して、ガスカー

トリッジのアダプタを奥に向けて差し込

んでください。 〈図-9〉

rガスカートリッジキャップをパチンと音

がするまで確実に閉めてください。

〈図-10〉

〈図-9〉

〈図-8〉

ガスカートリッジ
キャップ

ガス
カートリッジ

〈図-10〉

ガスカートリッジ
キャップ

〈図-7〉
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【使用済ガスカートリッジの処理】
使用済のガスカートリッジにも、可燃性の噴射ガスは残ったままですので、取扱い、処

理の際も十分に注意してください。

警 告
●使用済ガスカートリッジを火中に投入しない。

●揮発性可燃物のそばで絶対に処理しない。ガソリン・シンナー、ガス、塗料、接

着剤などのそばでの処理は、引火または、爆発のおそれがあるので絶対に処理し

ないでください。

●火気のそばでは絶対に処理しない。

●くわえタバコを絶対にしない。

●40℃以上の場所では絶対に処理しない。

●風通しの悪い場所では絶対に処理しない。

●絶対に吸引しない。

燃料ガスをすべて使用した後、次の方法で

噴射ガスの排出処理をしてください。

qカートリッジノズルを床等に数回押しつ

け、燃料ガスが出なくなるのを確認して

ください。

w市販のガス抜き器具でガス缶に穴を開け

てください。
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e開けた穴から噴射ガスが排出されます。

この時急冷却に注意してください。

※噴射ガスは勢いよく排出されます。片手

でしっかりガス缶をおさえてから穴を開

けてください。また排出時に人体にかか

らないように注意してください。

燃料ガス及び噴射ガスを完全に排出後、空き缶をアルミ缶として分別廃棄されるか、弊

社営業担当か販売店にお返しください。
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使用前にガスカートリッジと電池パックをはずして使い方を覚えてください。

【ピンの装填方法】

使用方法

警 告
●ピンを装填するときは必ずトリガから指をはずす。

●コンタクトアームを押し付けない。

qマガジン後方のスリットにピンを差し込

み、ピンストッパを通りすぎてカチッと

音がするまで押し込みます。

〈図-11〉

ピンは最大2連（10本×2）装填できます。

wプッシャホルダを後方に引き切り、プッ

シャホルダを静かに戻します。〈図-12〉

手順

注 意
●プッシャホルダを静かに戻さないと

ピンづまり、空打ち等の原因となり

ます。

●プッシャホルダを戻す際には、手や

指をはさまないよう気を付ける。

プッシャホルダ

スリット

〈図-11〉

〈図-12〉

ピン



〈図-13〉
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【ピンの抜き取り方】

qプッシャホルダに指をかけ、プッシャの

レバーを押しながら静かに戻します。

〈図-13〉

wマガジンを垂直にし、ピンストッパを押

し、ピンを取り出します。 〈図-14〉

手順

ピン

ピン
ストッパ

プッシャ

〈図-14〉

【打ち方】

q電池パックとガスカートリッジを装填し

てください。

wピンを打とうとする場所にコンタクトア

ームの先端を押し当てるとファンがまわ

ります。

eコンタクトアームと垂直サポートをしっ

かりと押し当ててトリガを引きますとピ

ンが対象物に打ち込まれます。〈図-15〉

手順

1
①コンタクトアームの 
　先端を押し当てる。 
②トリガを引く。 

2

〈図-15〉
コンタクトアーム先端

垂直サポート
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rトリガを引いたままで、再度コンタクト

アームを対象物に当ててもピンは発射さ

れませんので、トリガをもどしwの動作

を繰り返し行ってください。

警 告
●絶対に本機の上に顔を近づけない。打ったときの反動で思わぬ怪我をすることが

あります。

●射出口付近に絶対に指や手などを近づけない。

警 告
●作業前、上記の通りの作動をするか必ず確認する。

●長時間使用すると本機が熱を持ち、火傷のおそれがあります。本機が熱くなった

ら、風通しの良いところでしばらく冷やしてから使用してください。

異常のある場合は決してご自分で修理をなさらずに、マックスエンジニアリング

サービス㈱へ、お買い求めの販売店を通じてお申し付けください。

注 意
●打ち込みが終わった後もファンが回転します。回転時間は作業スピードにより変

わります。

【オートパワーOFF機能について】
オートパワーOFF機能とは、本機に電池パックを装填した状態で、24時間以上トリガ

が引かれない状態が続いた場合、電池パックの消費をおさえるために自動的に本機と電

池パックの通電をOFFにする機能です。

この状態から再起動する場合には、電池パックを再装填（一度取り外してから再度取り

付ける）をしてください。（P.34参照）
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〈図-18〉

【フックの方向の変え方】
フックは2方向に向きを変えることができ

ます。六角穴付ボルトを付属の六角棒スパ

ナ4ではずし、位置を変えてから再度組付

けてください。 〈図-18〉

フック

六角穴付
ボルト

qガスカートリッジ、電池パックをはずします。

wピンを装填します。

eガスカートリッジ、電池パックを装填します。

rアジャスタの調整（ピンの打込調整）の

前に一度テスト打ちしてください。打込

みたい深さを確認します。

tガスカートリッジ、電池パックをはずします。

yピンを取り出します。

uアジャスタを回し調整します。〈図-16〉

※アジャスタを1回転させると約1mm上

下します。

i本機にピンを装填します。

oガスカートリッジ、電池パックを装填し、

さらにテスト打ちをして適正かどうか確

認してください。 〈図-17〉

!0適正であれば調整完了です。不適正であれば以上の手順をくり返してください。

手順

警 告
●調整の時は必ずガスカートリッジ、

電池パックをはずす。

〈図-16〉

ピン頭が浮く 
（アジャスタを　 の方へ回す） 

適正 

ピン頭が沈む 
（アジャスタを　 の方へ回す） 

〈図-17〉

【アジャスタの調整】

アジャスタ
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【電池パックの交換方法】
バッテリが消耗しますと本機のLED赤が点

灯します。 〈図-19〉

警 告
●必ずトリガから指をはずす。

●必ずガスカートリッジをはずす。

●コンタクトアームを押し付けない。

〈図-20〉

q本機をしっかりと持ち、電池パック両脇

のラッチを押しながら取りはずします。

〈図-21〉

w充電された新しい電池パックを本機にカ

チッと音のするところまで差し込んで取

り付けてください。 〈図-22〉

電池パックを接続した際、機械内部で

「カチッ」という小さな音がしますが、

これは異常ではありません。

（充電方法についてはP.23参照）

eガスカートリッジを装填してください。

（装填方法についてはP.27参照）

〈図-19〉

〈図-22〉

ラッチ

電池パック

〈図-20〉

〈図-21〉
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〈図-23〉

すき間目安 
（1mm以下程度） 

ピンづまりの直し方

着脱レバー

警 告
●装填したピンを抜き、ガスカートリ

ッジを抜き、電池パックをはずす。

警 告
●マガジンとボディにすきまが無く密

着させた状態で着脱レバーを戻す。

qガスカートリッジを抜き、電池パックを

はずします。

wマガジン内に残っているピンを抜き取り

ます。

eマガジン後方の着脱レバーを90°起こし、

マガジンを〈図-23〉の矢印方向に動か

して外してください。 〈図-23〉

※手前に引くとマガジンが外れません。マ

ガジンが外れなくなった場合は着脱レバ

ーを戻してからやり直してください。

rポンチ等でつまったピンを取り除きます。

tマガジン前方をノーズに差し込み、マガ

ジンをセットし、着脱レバーを戻します。

〈図-24〉〈図-25〉

手順

ピンづまり時に除去を簡単に行えるよう、本機には除針装置がついています。

マガジン

〈図-24〉

〈図-25〉

着脱レバー

マガジン

ノーズ
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性能を維持するために

q本機を大切に使う

落としたり、ぶつけたり、叩いたりしますと、変形、

亀裂や破損を生じる場合があります。危険ですから

絶対に落としたり、ぶつけたり、叩いたりしないで

ください。

wカラ打ちをしない

ピンを装填しないでカラ打ちをくり返し行うと各部

の耐久性が低下しますのでさけてください。

e注油をしない

本機には注油を絶対にしないでください。故障の原

因となります。

r定期的に点検をする

本機の性能を維持するために清掃、点検を定期的に

行ってください。点検は決してご自分で修理をなさ

らずに、マックスエンジニアリングサービス㈱へ、

お買い求めの販売店を通じてお申し付けください。
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tエアフィルタの清掃

定期的にエアフィルタの清掃を行ってください。

付属の六角レンチでボルトをゆるめ、ボディキャッ

プをはずし、エアフィルタに付着したコンクリート

の粉じんやほこりを軽く叩いて落としてください。

エアダスタ等で清掃する場合は、必ずボディキャッ

プの内側から外側に向けて吹いてください。

ボディキャップ取付けの際は、後方の凸部にボディ

キャップを合わせ、かぶせてください。

yメンテナンスお知らせLED

ボディのLEDが赤く点滅するとメンテナンスの時期

です。点検はお買い求めの販売店を通じてマックス

エンジニアリングサービス㈱にお申し付けくださ

い。

ボルト 
ボディ 
キャップ 

凸部 

ザガネ 警 告
●ガスカートリッジ、電池パックを必ず取り外す。

●清掃は必ず機械が冷えた状態で行う。

ボルト及び内部の部品は高温になっているた

め、やけどのおそれがあります。

●清掃は粉じんやほこり等の無い室内で行う。

機械内部に粉じんやほこりが入ると故障や火

傷の原因となります。
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保証、アフターサービスについて

【保証について】
●本機には保証書（梱包箱に添付）がついています。

●所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保管してください。

●本機の保証期間はお買い上げ日より1年間です。

【アフターサービスについて】
●本機の異常を感じた場合、調子が悪いときは、直ぐに使用を中止してください。決し

てご自分で修理をなさらないで、修理の際は、本機の性能回復の為に充分な技術と設

備を有しているマックスエンジニアリングサービス㈱へ、お買い求めの販売店を通じ

てお申し付けください。

●保証期間中の修理は保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは

保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理は、修理によって機能が維持できる場合に、ご要望により有償

修理させていただきます。

【補修用性能部品の最低保有期間】
●本機の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後6年です。

●補修用性能部品とは、本機の性能を維持するために必要な部品です。



1

No. 正常な作動内容 異常症状 想定される要因

2

3

4
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故障かな？と思ったら

【確認事項】
修理を依頼される前に下記点検をお願いします。

電池パックを充電する 電池パックが充電できない。 充電器セットのコンセント、各プラグがしっかり差し込まれていない。

機械先端部を相手材に押し当てるとファンが
回る。
※ファンは打込みが終わった後も回転します。
直前までの作業スピードによってファン回
転時間は変化します。

ファンがまわらない。

電池パックの充電不足

トリガを引くとピンが発射する。 ピンが発射しない。

相手材にピンが適切に打ち込まれる。

ピンが深く入りすぎる。

ピン頭が浮く。

ガスカートリッジの残量がない。

電池パックが機械本体にきちんと装填されていない。

オートパワーOFF機能がはたらいている。

ピンが残り2本となっている。（空打ち防止機
構がはたらいている）

ガスカートリッジキャップがしっかり閉じていない。

コンタクトアーム摺動部（機械先端部の安全
装置周辺）に異物が詰まっている。

ガスカートリッジの消費期限が切れている。

ガスカートリッジが機械にきちんと装填されていない。

ガスカートリッジキャップがしっかり閉じていない。

押し付け力不足

機械先端部に異物が詰まっている。

メインピストンが正規の位置まで戻っていない。

気温が－10℃以下

フィルタが目詰まりしている。

長時間使用により機械本体が熱くなっている。

ピン連結帯がねじれている。

相手材に対してピン全長が短い。

アジャスタが深く入るように調整されている。

アジャスタが浅く入るように調整されている。

ピン連結帯がねじれている。

相手材に対してピン全長が長い。

ピンが入らない。 相手材のコンクリートが硬い、グリが多い。

ピンが詰まる。
マガジンか機械先端部に異物が詰まっている。

機械本体のLED（赤） 想定される要因 対　応

点　灯 電池パックの充電不良 電池パックを充電する。

点　滅
メンテナンス時期の お買い求めの販売店を通じてマックスエンジニアリング

お知らせ サービス㈱にお申し付けください。



確認方法 対　応
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以上の処置方法を施しても直らない場合は、お買い求めの販売店を通じてマックスエン

ジニアリングサービス㈱にお申し付けください。

消耗品は必ず指定のマックスガスネイラ用コンクリートピン、及びガスカートリッジを

使用してください。

充電器セットのコンセント、各プラグをしっかり差し込む。（⇒P24）

電池パックを充電する。機械本体のLEDが赤く点灯しているか確認

別のガスカートリッジに交換する。

電池パックを再装填する（⇒P34）

電池パックを再装填する（⇒P34）

確実にパチンと音がするまで閉めてください。（⇒P27）

ピンを装填する。

ガスカートリッジ、電池パックを取り外して
確認

別のガスカートリッジに交換する。

ガスカートリッジを再度装填する。

確実にパチンと音がするまで閉めてください。（⇒P27）

機械先端部を相手材に確実に押し当ててトリガを引く。

ガスカートリッジ、電池パックを外してから
機械先端部を確認 異物を除去する。

ガスカートリッジ、電池パックを外し、マガ
ジンを外して確認

ガスカートリッジ、電池パックを取り外して確認

ガスカートリッジ、電池パックを外し、マガ
ジンを外して確認

機械先端部から付属のポンチを差し込み、ピストンを戻す。
※ポンチを差し込んでも押せない場合ピン詰まりの可能性があります。（⇒P35）

ガスカートリッジと機械本体を常温の室内に保管する。

フィルタを清掃する。（⇒P37）

風通しの良いところで、しばらく冷やしてから使用してください。

別のピンを装填する。

現行より長いピンを使用する。（コンクリート貫入量15～20mmでピン長さを選定する）

アジャスタで打込深さを調整する。

アジャスタで打込深さを調整する。

別のピンを装填する。

現行より短いピン、あるいは超硬ピンを使用する。（コンクリート貫入量15～20mm
でピン長さを選定する）

超硬ピンを使用する。
相手材の問題でピンが入らない場合があります。

異物を除去する。

異物を除去する。



●マックスお客様ご相談ダイヤル       0120-228-358
　    『ナンバーディスプレイ』を利用しています。

●販売拠点等
本 社 〒103-8502 東京都中央区日本橋箱崎町6-6 TEL（03）3669-8121
札 幌 支 店 〒060-0041 北海道札幌市中央区大通東6-12-8 TEL（011）261-7141
仙 台 支 店 〒984-0002 宮城県仙台市若林区卸町東2-1-29 TEL（022）236-4121

盛 岡 営 業 所 〒020-0824 岩手県盛岡市東安庭2-10-3 TEL（019）621-3541
東 京 支 店 〒103-8502 東京都中央区日本橋箱崎町6-6 TEL（03）3669-8101

多 摩 営 業 所 〒190-0022 東京都立川市錦町5-17-19 TEL（042）528-3051
東 関 東 営 業 所 〒300-0811 茨城県土浦市上高津915-1 TEL（029）835-7322
千 葉 営 業 所 〒284-0001 千葉県四街道市大日1870-1 TEL（043）422-7400
群 馬 営 業 所 〒370-0031 群馬県高崎市上大類町412 TEL（027）353-7075
長 野 営 業 所 〒399-0033 長野県松本市笹賀8155 TEL（0263）26-4377
新 潟 営 業 所 〒955-0081 新潟県三条市東裏館2-14-28 TEL（0256）34-2112

名 古 屋 支 店 〒462-0819 愛知県名古屋市北区平安2-4-87 TEL（052）918-8619
静 岡 営 業 所 〒420-0067 静岡県静岡市葵区幸町29-1 TEL（054）205-3535

大 阪 支 店 〒553-0004 大阪府大阪市福島区玉川1-3-18 TEL（06）6444-2031
京 滋 営 業 所 〒612-8414 京都府京都市伏見区竹田段川原町195 TEL（075）645-5061
神 戸 営 業 所 〒650-0017 兵庫県神戸市中央区楠町6-2-4 ハーバースカイビル1F TEL（078）367-1580
沖 縄 営 業 所 〒901-2127 沖縄県浦添市屋富祖1-5-11 TEL（098）875-3577

広 島 支 店 〒733-0035 広島県広島市西区南観音7-11-24 TEL（082）291-6331
福 岡 支 店 〒812-0006 福岡県福岡市博多区上牟田1丁目5-1 TEL（092）411-5416

南 九 州 営 業 所 〒891-0115 鹿児島県鹿児島市東開町3-24 TEL（099）269-5347
マックス販売株式会社 本社 〒331-0823 埼玉県さいたま市北区日進町3-421 TEL（048）651-5346

埼 玉 営 業 所 〒331-0823 埼玉県さいたま市北区日進町3-421 TEL（048）651-5341
横 浜 営 業 所 〒241-0822 神奈川県横浜市旭区さちが丘7-6 TEL（045）364-5661
金 沢 営 業 所 〒921-8061 石川県金沢市森戸2-15 TEL（076）240-1871
岡 山 営 業 所 〒700-0971 岡山県岡山市北区野田3-23-28 TEL（086）246-9516
四 国 営 業 所 〒761-8056 香川県高松市上天神町761-3 TEL（087）866-5599
松 山 営 業 所 〒790-0036 愛媛県松山市小栗6-1-22第１白石ビル1Ｆ TEL（089）913-1893

●マックスエンジニアリングサービス㈱
札　幌サービスステーション 〒060-0041 北海道札幌市中央区大通東6-12-8 TEL（011）231-6487
仙　台サービスステーション 〒984-0002 宮城県仙台市若林区卸町東2-1-29 TEL（022）237-0778
新　潟サービスステーション 〒955-0081 新潟県三条市東裏館2-14-28 TEL（0256）35-7252
高　崎サービスステーション 〒370-0031 群馬県高崎市上大類町412 TEL（027）350-7820
埼　玉サービスステーション 〒331-0823 埼玉県さいたま市北区日進町3-421 TEL（048）667-6448
名古屋サービスステーション 〒462-0819 愛知県名古屋市北区平安2-4-87 TEL（052）918-8624
京　滋サービスステーション 〒612-8414 京都府京都市伏見区竹田段川原町195 TEL（075）645-5062
大　阪サービスステーション 〒553-0004 大阪府大阪市福島区玉川1-3-18 TEL（06）6446-0815
広　島サービスステーション 〒733-0035 広島県広島市西区南観音7-11-24 TEL（082）291-5670
福　岡サービスステーション 〒812-0006 福岡県福岡市博多区上牟田1丁目5-1 TEL（092）451-6430

●住所、電話番号などは都合により変更になる場合があります。
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便利メモ
お名前 商品名　　　GS-738C

お買い上げ日　　　　　年　　　　月　　　　日 製造番号

販売店名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎




